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みなさんこんにちは。水曜日担当の MS

です。今回の LA 通信では、前回取り上げ

たデータについて塩濱 (2026) がどのよう

に考察をしているかについてお話ししま

す。 

前回の振り返りです。塩濱 (2026) は、

ゲームの翻訳にみられる「オネエことば」

(マリィ、2013) について、様々なツールを

使い言語データを収集しました。データ内

では女性的(cf. Okamoto, 1995) とされる一

人称「アタシ」、助詞「わ」「の」等が一

般的なのに、男性的とされる一人称「オ

レ」、助詞「だ」といった特殊な表現も使

われていることに注目しています。  

まず、塩濱はそうした特殊な表現が使わ

れている箇所を観察しました。すなわち、

特殊な表現が使われている状況証拠をもと

に、それらが使われている要因を考察しま

した。すると、それらは一般的な状況とは

異なる場面で使われていました。前提とし

て、「オネエことば」で訳出されているゲ

イのキャラクターは、普段は英語版では裏

声でしゃべっています。ですが、その人が

何らかの要因で感情的になると、男性的な

低い声を使いだします。そういった場面

は、1. 生命の危機に立たされているとき、

2. 自身の過去のトラウマについて触れられ

たときであると塩濱は考察しました。この

英語版の男性的な音声への変化が、日本語

字幕では男性的な表現への移行として規則

的に訳出されていることを指摘しました。  

もちろん、ほかの視点から塩濱のデータを

観察することで、ほかの発見ができるかも

しれません。たとえば、“darling” や 

“honey” といった英語の呼称はどのように

日本語に翻訳されているのでしょうか。日

本語ではあまり使わない類の語ですが、そ

れをどのように翻訳しているのでしょう。

日本語だと不自然だから翻訳者が訳してい

なかったという可能性も、もしくは「ダー

リン」や「ハニー」のようにカタカナで訳

している可能性もありますね。こういった

役割語の研究は、役割語は金水 (2003: 

205) が言うように「人称詞」と「文末表

現」において特徴的であるからして、それ

だけを見てしまいがちです。その点で、塩

濱の研究は視野が狭いとして批判できま

す。 

一般に、ヒトは何かに注目していると、

ほかの重要なことに気づきにくくなるとい

うことが指摘されています(Simons and 

Chabris, 1999)。ですので、卒論等で集めた

データについて考察する場合、異なる視点

を持ち、何度もデータを読み返しながらや

っていくことをおすすめします。  

最後に、追加でデータ収集をして、既存

のデータと比較するのも、研究をさらに進

めていく手掛かりになることがあります。

たとえば、塩濱は公式の翻訳を扱っていま

すが、非公式の翻訳ではどうでしょうか。

もしかすると、異なる翻訳規範や言語的特

徴がみられるかもしれません。このよう

に、当初の予定にはなかったことを試しに

やってみることも卒論の執筆に役立つこと

があるかもしれません。よければ試してみ

てください。それでは。  
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